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久屋大通公園とテレビ塔 官民連携がつくり出す新たな魅力

久屋大通公園とテレビ塔 

戦災復興計画で生まれた久屋大通

再生計画が動き出す

Hisaya－odori Park 誕生

　日本各地に甚大な被害を与えた第
二次世界大戦末期の空襲。名古屋市
においても、当時の市域16,000haの約
4分の1が焼失し、名古屋城の天守や
本丸御殿も失われました。そして迎え

た終戦（1945年）。名古屋市はただち
に大規模な戦災復興計画を策定しま
す。復興を一手に担った田淵寿郎助役
は、来たるべき車社会を見据えた道路
網の整備、大規模緑地公園の設置、
点在する墓地の移転・集約など、焼け
野原となった名古屋のまちに大胆かつ
先進的な都市計画を打ち出しました。
なかでも東西を走る若宮大通と南北を
貫く久屋大通の2本の100ｍ道路計画
は画期的で、都心の都市軸でありなが
ら中央に公園機能を持ち、災害時には
火災などの延焼防止と避難所としての
役割も込められていました。
　戦災復興計画のシンボルでもある
100ｍ道路。その久屋大通に、日本
初、各放送局のテレビ電波を1本のア

ンテナで受信できる集約電波塔の建
設が決まり、工事が始まったのは1953
年。翌年には名古屋テレビ塔が完成。
戦災で壊滅的な被害を受けたまちの
真ん中に立ち上がった高さ180ｍの銀
色の塔は、名古屋市民に大きな希望を
与えました。この「日本初」は官民協力
なしに成し遂げることはできないもの
でした。道路の真ん中に建物を建てる
法規の壁をどう解決するか、建設地の
下には地下鉄計画。支障をきたすわけ
にはいかない…。難問が立ちはだかる
たびに、未来の名古屋のシンボルのた
めに官民が力を合わせました。久屋大
通とテレビ塔。それは戦災復興計画を
礎にしてつくり上げた、名古屋を代表す
る都市景観なのです。

　「テレビ塔、公園、3つのデパート。
これが栄の街らしさをつくってきたん
です」と話すのは名古屋テレビ塔株式
会社の大澤和宏取締役社長。しかし
年月が経って公園の樹木は生い茂り、
大型バスの駐車場ができるなど、「人
の流れ」を止めてしまったと言います。
そうした中、2013年「栄地区グランドビ
ジョン」が策定され、時代とともに変化
してきた公園の在り方、使い方を再検
討しようと久屋大通公園の再生計画
が動き始めました。都心のシンボル空
間として人々が集い、憩い、ふれあう、
栄地区を象徴する公共空間にふさわ
しい整備を行おうというものです。
　めざしたのは、魅力的な集客施設
を導入し、地上と地下、公園から沿道、
さらにテレビ塔へと、にぎわいと人の
流れを3次元でつなげる空間利用でし

た。「我々テレビ塔は単独で生きられ
ない。タワーの足元の魅力はものすご
く大事です。足元に人が集まりタワー
も楽しんでいただく、そういう相乗効
果が必要です。新しい久屋大通公園
は、力強いパートナーになると思いま
す」と、大澤社長も再生計画に大きな
期待を寄せます。

　久屋大通公園再生のために不可欠
なのが、民間のノウハウを活用した管
理運営の導入でした。先行して整備が
始まった外堀通から錦通までの約1km
にわたる区間（北エリア【都会の安らぎ
空間】とテレビ塔エリア【観光・交流空
間】）では、2017年の都市公園法改正
で新たに設けられたPark-PFI＊を活用
して整備が行われました。事業者には
三井不動産（株）が選定され、公園と
店舗が一体となった日本最大級の
Park-PFI事業を展開しました。
　2020年9月18日、「Hisaya-odori 
Park」がグランドオープン。同時に名
古屋テレビ塔も「MIRAI TOWER」
をコンセプトにリニューアルオープンし

ました。気持ちのいい都会の緑地ス
ペース、木立の中のカフェ、名古屋初出
店を含む約35の飲食物販店のにぎわ
い。そしてランドマーク・テレビ塔の景観
資源を高めるため、全長80ｍの水盤が
設置されたゾーンも見どころです。「栄
エリアの魅力は広い公共空間と回遊性
です。Park-PFIは公共空間の魅力を高
め、その導入により再生されたHisaya-
odori Parkは、まさにこれからの都市
公園のモデルになっていくと思いま
す」と大澤社長。Hisaya-odori Parkと
名古屋テレビ塔。強力なタッグを組んで
栄エリア活性化の起爆剤として始動し
ます。

＊Park-PFI
飲食店、売店等の公募対象公園施設の設置と
当該施設から生ずる収益を活用して公園施設
の整備・改修等を一体的に行うものを公募に
より選定。都市公園に民間の優良な投資を誘
導し、公園管理者の財政負担を軽減しなが
ら、都市公園の質の向上、利用者の利便性を
高める新たな整備・管理手法。

　名古屋テレビ塔は、テレビ放送を担うと同時に、展望台を持つ観光タワーとして、放送事業
と観光事業が共存しながら歴史を刻んできました。アナログ放送が終了し電波塔としての役割
は終えましたが、官民が一体となってつくり上げた歴史的意義や、幾多の台風、地震でもびくと
もしない「塔博士」内藤多仲（ないとうたちゅう）先生の設計による美しい銀色の構造物は、貴
重な文化財としてますます価値を高めていきます。
　今回のリニューアルでは最新工法で免震整備を行い、昭和のテレビ塔が「MIRAI TOWER」
として200年、300年と続いていくという思いを込めています。戦後の日本を代表する貴重な
文化財として残すべきものは残しながら、観光施設としてさらに魅力を高めていきます。

「MIRAI TOWER」へ込めた思い

１９５６年建設当初の
テレビ塔と久屋大通

桜通から北側、外堀通までのエリアは広々と
した芝生広場。大きなケヤキは、建設当時
の久屋大通公園の並木を受け継いだもの。

大澤 和宏さん
名古屋テレビ塔株式会社　取締役社長

カフェやショップに立ち寄りながら散策。
各施設までバリアフリー動線も確保され
誰でもスムーズにアクセスできる。

共有部の壁面にはテレビ塔設計者、
内藤多仲の原図をコラージュ

地下から地上、テレビ塔へと３次元でつなが
るHisaya-odori Park。約295インチの
デジタルサイネージで情報発信。

さまざまなところに1956年竣工当時のもの
が残され66年の歴史が感じられる。

夜景も一新。1,670万色の
LED照明でライトアップ。

たぶちじゅろう
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　清須越しによる名古屋開府以来、名古屋には名を持つ
通りがいくつもできました。
　本町通　碁盤割の時代から、名古屋のメインストリート
として栄えました。道幅が広く、名古屋商人が競って店を
出す商業の中心地。昭和3年、天皇行幸に際し御幸本町
通と改称されましたが、本町通の名は今も市民に親しまれ
ています。
　広小路通　もともとは堀切筋といいました。1660年の
万治の大火で道幅が広げられ、広小路と呼ばれるように
なり、以後たいへん賑わったと記録に残っています。明治
19年の笹島停車場の建設に伴い延伸され、明治31年から
昭和46年までは市電が走っていました。
　桜通　沿道に桜天神社があることから名付けられまし
た。昭和12年、笹島にあった名古屋停車場が現在の名古
屋駅に移転した際に、堀川東岸までだった桜通は名古屋
駅まで拡幅延長されました。
　大津通　山城の国大津の四郎左衛門が移り住んだと
いう大津町に由来し、明治40年の名古屋港開港に際して
拡張整備がなされました。現在、栄交差点から南は百貨
店が並ぶ華やかな道筋となっています。

　若宮大通　戦後の復興期にできた100ｍ幅の大通り
です。沿道の若宮八幡社に因んで名付けられました。通
りができる以前はアメリカ村（米軍駐留地）や下水処理場
の一部などが位置していました。
　久屋大通　若宮大通と同じく、戦後に作られた100ｍ
幅の街路です。「久屋」の由来として、初代尾張藩主徳川
義直が、土地の繁栄を願って干物町を久屋町と改名した
ことが伝えられています。現在は大通り一帯の再開発が
進んでいます。
　名古屋の街では、このように幾筋もの通りが、町の移り
変わりを伝えています。普段何気なく歩いている通りは、
長い歴史へと続いています。

　会議などで議論が白熱し
た時に、思うように意見が伝
わらない経験は、誰しもある
でしょう。グラフィックレ
コーディングとは、議論を絵
により可視化する手法です。
言葉だけでの議論の齟齬を
防ぎ、わかりやすく会議を進
められます。本書では、基礎
から実践まで順を追って、グ
ラフィックレコーディングの
手法を学べます。

　名古屋発祥のコメダ珈
琲店は、全国各地に出店
し、人気店となっていま
す。シロノワールのデニッ
シュの秘密、クリームソー
ダの容器は、なぜ長靴型
なのか等、気になるコメ
ダの雑学コメダスを40個
知る事ができます。本を
閉じた後は、コメダに珈
琲を飲みに行きたくなる
でしょう。
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さらに詳しく知りたい方は、こちら　
◆参考文献◆

『花の名古屋の碁盤割』沢井鈴一/執筆 (Se-ナ)

『名古屋広小路ものがたり』沢井鈴一/著 (Se-サ)

『古地図で歩く城下町なごや』古地図で歩く城下町なごや
実行委員会/企画制作（Se-ｺ）

『なごやの町名』角川書店/編（Se-ｶ）

『名古屋で広幅員街路を考える 広幅員街路と都市空間』
日本建築学会都市計画委員会/編（1C-ﾆﾎ-85）

『Graphic　Recorder　
  議論を可視化するグラフィック
  レコーディングの教科書』
著者 : 清水淳子
出版社 : ビー・エヌ・エヌ新社
請求記号 : Pz-ｼ

『なぜ、コメダ珈琲店はいつも行列なのか？』　
著者 : 高井尚之
出版社 : プレジデント社
請求記号 : Se-ﾀ

『東海のジオサイトを楽しむ』　
著者 : 森勇一
出版社 : 風媒社
請求記号 : Nc-ﾓ

　ジオサイトと言う言葉
を知っていますか？ 本書
では、地球の営みやヒトの
自然への働きかけなどが
観察できる場所という定
義をしています。一般向け
の地学の教科書として、気
楽に読み、気になった場
所を実際に訪ねて、新しい
体験をしてみましょう。実
体験を通して、日本の豊か
な自然を感じることがで
きます。

図書紹介

名古屋都市センター11階
まちづくり広場

天井工事に伴う休館について

通りあれこれ

　令和3年4月1日から令和4年3月31日（予定）にかけて、天井工
事に伴いまちづくり広場を休館させていただきます。まちづくり広
場内にある喫茶コーナーにつきましても休業させていただきます。
　また、12階まちづくりライブラリーにつきましても、11階の天井
工事に伴う影響を考慮し、同期間、原則休館させていただきます。
　なお、再開時期については詳細が決まり次第当館のホームぺー
ジなどを通じてご案内いたします。
　ご利用のお客様には大変ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。

機関誌アーバン・アドバンス
No.74

「水辺を活かしたまちづくり」発行

　アーバン・アドバンスは、まちづくりに最前線で携わる
方々の論文、名古屋都市センターの研究成果などを掲載
しております。
　74号（2020年9月発行）のテーマは「水辺を活かした
まちづくり」です。近年、水辺は都市のもつ魅力として再
認識され、水上交通などによる交流活性化や、多様な
人々が集い新たな価値
を生む場といったまち
づくりへの活用が期待
されている中、全国の
水辺において実践的に
まちづくりに取り組む
最新の知見を多数取り
上げました。

※( )内はまちづくりライブラリーの請求記号です。

広小路夜見世

桜通 名古屋駅を望む

御幸本町通

　名古屋都市センターでは、中川運河「にぎわいゾーン」の魅力向上をめざし、中川
運河を舞台とする市民交流・創造活動につながるアートへの助成を行っています。
　中川運河の「場」を活かす斬新な発想と実験的な取組みにより、「シビックプラ
イド（街への誇り）」を地域に育む創造的なアートを募集するプロジェクト部門と、
プロ・アマ問わず、すべての人がアートでチャレンジし、市民や地域の方々の運河
への関心を高めるようなアートを募集するトライアル部門での募集を行います。
多くの方のご応募をお待ちしております。
※アート…作品発表やワークショップ、イベントの開催などの活動

《助成金額》
●プロジェクト部門　最大300万円
●トライアル部門　   最大50万円
１団体または1個人につき、1提案のみ応募可能です。
《応募できる方》
東海三県（愛知・岐阜・三重）に在住または在勤、在学する者、またはその者を構成
員に含む団体。（代表者は20歳以上であること）
《応募受付》
10月1日（木）～11月27日（金）　17時まで
場所：名古屋都市センター13階　事務室

応募方法など詳細は名古屋都市センターHPをご覧ください。
http://www.nup.or.jp/nui/human/nakagawa/index.html

※この助成事業は、「中川運河再生計画」（平成24年10月名古屋市・名古屋港管理組合策定）の趣旨に賛同されたリンナイ株式会社の寄附を活用しています。

令和3年度

中川運河助成ARToC10（アートックテン）の募集

◉本誌は、名古屋都市センター12階　まちづくりライブラリーにて
　販売しております。（定価700円）

みゆき

ほりきりすじ



　清須越しによる名古屋開府以来、名古屋には名を持つ
通りがいくつもできました。
　本町通　碁盤割の時代から、名古屋のメインストリート
として栄えました。道幅が広く、名古屋商人が競って店を
出す商業の中心地。昭和3年、天皇行幸に際し御幸本町
通と改称されましたが、本町通の名は今も市民に親しまれ
ています。
　広小路通　もともとは堀切筋といいました。1660年の
万治の大火で道幅が広げられ、広小路と呼ばれるように
なり、以後たいへん賑わったと記録に残っています。明治
19年の笹島停車場の建設に伴い延伸され、明治31年から
昭和46年までは市電が走っていました。
　桜通　沿道に桜天神社があることから名付けられまし
た。昭和12年、笹島にあった名古屋停車場が現在の名古
屋駅に移転した際に、堀川東岸までだった桜通は名古屋
駅まで拡幅延長されました。
　大津通　山城の国大津の四郎左衛門が移り住んだと
いう大津町に由来し、明治40年の名古屋港開港に際して
拡張整備がなされました。現在、栄交差点から南は百貨
店が並ぶ華やかな道筋となっています。

　若宮大通　戦後の復興期にできた100ｍ幅の大通り
です。沿道の若宮八幡社に因んで名付けられました。通
りができる以前はアメリカ村（米軍駐留地）や下水処理場
の一部などが位置していました。
　久屋大通　若宮大通と同じく、戦後に作られた100ｍ
幅の街路です。「久屋」の由来として、初代尾張藩主徳川
義直が、土地の繁栄を願って干物町を久屋町と改名した
ことが伝えられています。現在は大通り一帯の再開発が
進んでいます。
　名古屋の街では、このように幾筋もの通りが、町の移り
変わりを伝えています。普段何気なく歩いている通りは、
長い歴史へと続いています。

　会議などで議論が白熱し
た時に、思うように意見が伝
わらない経験は、誰しもある
でしょう。グラフィックレ
コーディングとは、議論を絵
により可視化する手法です。
言葉だけでの議論の齟齬を
防ぎ、わかりやすく会議を進
められます。本書では、基礎
から実践まで順を追って、グ
ラフィックレコーディングの
手法を学べます。

　名古屋発祥のコメダ珈
琲店は、全国各地に出店
し、人気店となっていま
す。シロノワールのデニッ
シュの秘密、クリームソー
ダの容器は、なぜ長靴型
なのか等、気になるコメ
ダの雑学コメダスを40個
知る事ができます。本を
閉じた後は、コメダに珈
琲を飲みに行きたくなる
でしょう。
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